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1． 緒 　 言

　 X 線 応 力 測 定 で は 、 被 測 定 物 の 結晶 粒 度 等 の 材 質 的 条 件 を 満 足 し て い れ ば
、

血 聖 線 図 は 理 論 的 に 直

線 に な る 筈 で あ る が、 ピ
ー

ク 位 置 測 定 に バ ラ ツ キ が あ る と 直 線 の 勾 配 に 不 確 定 き が 生 じ 、 こ れ が X 線

応 力測 定 値 の 誤差 に な る。カ ウ ン タ ー法 に よ る 測 定 を 考 え た 場合 セ
ッ テ ィ ン グ 等 光学 系 が 完 全 で も、

回 折 強 度曲 線 を 測 定 す る 際 に は 統 計 変 動 が 不 可 避 で あ り、 ピ ーク 位 置 測 定 の パ ラ ッ キ と な る 。 X 線応

力 測定 の 誤 差 の 殆 ん ど は こ の 要 因 に よ る と考 え ら れ る が 、 統 計 変動 は 潰1」定 条件 、回折 嘆 度 に 影 響 さ れ

る e ピ ー ク 位 置 測 定 値 の バ ラ ッ キ に こ れ ら が ど う 影 響 を 与 え る か は
、 X 線 応 力 損1亅定 の 誤 差 を 検 討す る

上 で 重 要 で あ る 。

　 こ の 様 な 観 点 か ら找 々 は 、
ピ ー

ク 位 置決 定 法 と し て 広 く便 わ れ て い る 半 価 巾 法 を 採 っ た 時 、 ピー
ク

位 置 測 定値 の バ ラ ッ キ に 及 ぼ す 要 因 を 理 論 的 、 実 験 的 に 検 討 し た 。

1．　 理 論的検 討

　 カ ウ ン タ
ー

法 に よ る 場 合 タ イ ム コ ン ス タ ン ト （τ ）が ス キ ャ ン 速 度 （v ）に 比 し て 比 較的 小 さ い と き 、

Fig ．1に 示 す よ う な 回 折 チ ャ
ー

ト が 得 ら れ る 。通 常 用 い られ る 手 順 と し て は こ の チ ャ
ー

ト を 線 で え ど

っ て 平 均 的 な プ ロ フ ィ ル を 得、半 価 巾 法 に よ り ピ ーク 位 置 を 求 め る ．測 定 強 度 1 で の 統 計 変 勵 の チ ャ

ート 上 の 巾 は
、

フ ル ス ケ ール を 皿 と す れ ば
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プ ロ フ ィ ル を 線 で え ど る こ と は 、 あ る 角度 範 囲 の 統 計

変 動 を 平 均 し て い る と 考 え られ る 。 単 位 角度 当 りの サ

ン プ リ ン グ 回 数 n は
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ピ ーク 決 定 の 手 順 を 考 え る と 、
ピ ーク 強 度 1（o ）

お よ び

バ
ッ ク グ ラ ウ ン ド 強度 1

コ
を 求 め る。回 折 角 ー の 半価

巾 位置 （・か 近傍 の ブ ・ フ ・ ル を 直 線 近似 す る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tO 　 桔 　　 x （2θ）

　　　 Y ＝＝ al ＋ b　　　　　　　　　　　　　 （4）　　 Fig ．1　半価 巾 法 に よ る ピーク 位 置 抉定 法
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但 し lp は 回 折 ピ ーク 強 度 で 回 折 プ ロ フ ィ ル

は ガ ウ ス 分布 と 仮 定 す る。

（4）式 の a は （6）式 よ り半価 巾 HW を 便 っ て

・ 魄 頼 ・ 間 は ・

暫 傍 （孅 ・1
− S・p＋・

・）

の 儒頼 区 間 と 考 え ら れ る 。
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尸 言圃 α塩π繭 マ 　　　　 ・・

餐r
一 ク 位 W 決 定誤 差 は （7）’　 “° よ

堰ど藷石 票 　 　 a・

こ の 仮 定 の 許 で は △ Xo は プ ロ フ 1 ル （lpl2 馬 ）及 び 2 θ 走 査 速 度 （v ） に 依 る が 、 タ イ ム コ ン ス タ ン

ト に は 依 存 し な い 。　　 　　 　　 　 　　 　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
攫． 実 験的検 討
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　

　 ac　alを 実 験 的 に 検 証 す る 為 、 中炭 素 鋼 及 び 低 合 　

鑛 礁 魍 艘 … 舗 半 価 巾 の 試糊 ・ つ い ・

Cr　190
（
線 の （211 ）面 回 折 を 使 って 2 θ 走 査 速 度 を

％ ，1 ，4 （
°
／蘭 ），タ イ ム コ ンス タ ン ト を 4 ，8 ，16 （see ）D

範 囲 C・変 化 さ せ
、 又 管 電 流 を 調 整 し て ピ ーク 強 度

を 変 え た 時 の 半 価 巾 法 に よ る ピ
ー

ク 位 置 の パ ラ ッ

キ を 求 め た 。尚 、 チ ャ
ー ト速 岐 は 2 θで 1°が 20 綱 　

に な る よ う選 ん だ 。測 定 は 平 行 ピーム カ ウン ター法 で 、

Pt・・orに 固 定 し 、 同 一試 料 、同 一条 件 で 10 回 i則定
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

し た 時 の ピ ーク 位 置 の 標 準 偏 差 （σ ）を 求 め た 。

鋤 式 の パ ラメ → 一
で 整 埋 す る と Fig．2 の 如 く で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
バ ラ ッ キ は 大 き い が 、 こ の ノ馬 メ ーターで

一
応 轄 理 で

き る 。 0 点 を 遖 ら な い の は コヒ オメ
ーターの 精 度 か ら

e1

／leo 程 度 の 誤 差 が あ る 為 と 思 わ れ る 。 　　 　　

τ に は あ ま り 関 係 し な い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・， 輔 　 　 　 　 　 　，、9．2 。一

， 位 。 測 。 値 。瓢 キ

　以 上 の 結 果 よ り、 ピ ーク 位 置 測 定 の 誤 差 要 因 は ao 式 の 形 で 与 え ら れ る こ と が わ か っ た 。　 X 線 応力 測

定 の 誤 差 を 検討 す る 場 合 の 有 力 な 手 が か り と な る。尚 ピーク 位 置 そ の もの S 測 定 条 件 に よ る 移 動 に つ

い て も報 告 す る 予 定 で あ る 。
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